
Ⅰ 

 アイ：②⓪  ウエ：④⑨  オカ：②⑧  キ：③  クケ：⑤⑦  コサ：⑦③  シス：④⑦ 

Ⅱ 

 アイ：③⑥  ウエ：⑤⓪  オ：②  カキ：⑥④  クケ：⑥⑦  コ：④  

 サ：④  シ：⑤  スセソ：⑥⑥⑦  タ：② 

Ⅲ 

 ア：③  イ：④  ウ：⑦  エ：③  オ：⑥  カ：④  

 キ：③  ク：③  ケ：①  コ：④  サ：① 

Ⅳ 

 ア：⑧  イ：⑥  ウ：⑦  エ：⑥  オ：④  カ：③  キ：③  ク：⑦  ケ：③  コ：③  

 サ：③  シ：②  ス：①  セ：②  ソ：①  タ：⑧  チ：②  ツ：①  テ：②  ト：⑥ 

 

～講評～ 

 Ⅰ、Ⅱは典型問題が多かったが、計算に時間を要する問題があり、処理力を試される。剛体、ドップラー効果、ガ

ウスの法則の問題は解答したい。 

 Ⅲは運動量保存とエネルギー保存で立式して解くが、知識がある受験生はスムーズに後半まで進められる。 

 Ⅳは直線電流が作る磁場と電荷の作用について問う問題。中盤の問題は座標の取り方が少し変わるので混乱した

かもしれない。問題文の誘導をよく読み、落ち着いて対処したい。 

一次合格のボーダーラインは 6割前後だと予想される。 

  


